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近
年
、
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
研
究
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
。
安
部
公
房
研
究
書
の
刊
行
も
相
次
ぎ
、
二
〇
一
六
年
に
な

っ
て
か
ら
だ
け
で
も
、
李
先
胤
『

世
紀
に
安
部
公
房
を
読
む

―
水
の

21

暴
力
性
と
流
動
す
る
世
界
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
が
刊
行
さ
れ
、

坂
堅
太
『
安
部
公
房
と
「
日
本
」

―
植
民
地
／
占
領
経
験
と
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
九
月
）
も
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
安
部
公
房
研
究
の
発
展
は
、
英
語
圏
に
お
い
て
も
散

見
さ
れ
る
。
近
年
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ボ
ル
ト
ン

（C
hristopher

B
olton

）
に
よ
る

論Sublim
e
V
oices:

T
he

F
ictional

S
F

Science
and

Scientific
F
iction

of
A
be
K
ōbō

(
C
am

bridge
and

L
ondon:

H
arvard

U
niversity

A
sia

C
enter,

2009
)

が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
巽
孝
之
（
一
九

五
五
年
―
）

に
よ
る
書
評
で
は
、
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
サ
ブ
ラ
イ
ム
」

（postm
odern

sublim
e

）
を
扱
っ
た
安
部
公
房
研
究
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

◎
書
評

R
ich

ard
F
.
C
alich

m
an
.

B
eyond

N
ation:

T
im
e,
W
riting,

and
C
om
m
unity

in
the
W
ork

of
A
be
K
ōbō

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

る
（Science

F
iction

Studies
38.

July
2011

）
。
同
様
に
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

（postm
odern

）
な
観
点
か
ら
、
安
部
に
よ
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
（nation

）
批
判

を
論
じ
た
の
が
、
今
回
、
こ
の
書
評
で
取
り
上
げ
て
い
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・

・
カ
リ
チ
マ
ン
（R

ichard
F
.

C
alichm

an

）
のB

eyond
N
ation:

T
im
e,

F

W
riting,

and
C
om
m
unity

in
the

W
ork

of
A
be
K
ōbō

(
Stanford:

S
tanford

U
niversity

Press,
2016 )

で
あ
っ
た
。

著
者
の
カ
リ
チ
マ
ン
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
（C

ornel
U
niversity

）
で
博
士
の

学
位
を
取
得
し
、
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

（T
he

C
ity

C
ollege

of
N
ew

Y
ork

）
の
教
授
と
し
て
日
本
研
究
（Japan

Studies

）

を
行
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
安
部
公
房
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
内
な
る
辺
境
』

（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
一
一
月
）
な
ど
の
エ
ッ
セ
イ
を
英
訳
し
た

The

F
rontier

W
ithin:

E
ssays

by
A
be
K
ōbō

(
N
ew

Y
ork:

C
olum

bia
U
niversity

Press,
2013

)

の
翻
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
鳥
羽
耕
史
編
『
メ
デ
ィ

ア
の
越
境
者

安
部
公
房
』（
森
話
社
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
に
は
、
カ
リ
チ

マ
ン
の
論
文
「
〈
社
会
理
論
〉
と
し
て
の
安
部
公
房
」
が
収
録
さ
れ
て
お

り
、『
内
な
る
辺
境
』
に
お
け
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
批
判
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

B
eyond

N
ation:

T
im
e,
W
riting,

and
C
om
m
unity

in
the

W
ork

of

A
be
K
ōbō

と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
日
本
語
に
翻
訳
す
る
と
、『
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
越
え
て

―
安
部
公
房
作
品
に
お
け
る
時
間
・
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
・

共
同
体
』
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
著
作
で
は
、
安
部
の
『
砂
の
女
』（
新

潮
社
、
一
九
六
二
年
六
月
）
や
『
他
人
の
顔
』（
講
談
社
、
一
九
六
四
年
九
月
）
、『
内

な
る
辺
境
』
と
い
っ
た
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
に
お
け
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
批
判
が
、

「
時
間
」（tim

e
）
や
「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」（w

riting

）
、「
共
同
体
」（com

m
unity

）

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
坂
堅
太
『
安
部
公



房
と
「
日
本
」
』
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
作
品
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
カ
リ
チ
マ
ン
は
一
九
六

〇
年
代
の
安
部
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
共
同
体
を
批
判
す
る
視
座
を
積

極
的
に
見
い
だ
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

一
九
六
〇
年
代
の
安
部
の
作
品
に
、
反
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
見
い
だ
す

と
い
う
作
業
は
、
筆
者
も
行
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
拙
稿
「
安
部
公
房
「
ミ

リ
タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」
あ
る
い
は
実
存
主
義
的
ア
ナ
キ
ズ
ム

―
短
編
小

説
「
保
護
色
」
、
三
島
由
紀
夫
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
」（
『
九
大
日
文
』
第
二
五

号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
で
は
、
『
内
な
る
辺
境
』
所
収
の
エ
ッ
セ
イ
「
ミ
リ

タ
リ
ィ
・
ル
ッ
ク
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
六
八
年
八
月
号
）
に
お
け
る
ア
ナ
キ

ズ
ム
（anarchism

）
を
実
存
主
義
（existentialism

）

や
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
か
ら

論
じ
て
い
る
。
カ
リ
チ
マ
ン
自
身
は
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
を
用

い
て
は
い
な
い
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
安
部
の
可
能
性
の
中
心
は
、
「
都

市
」
と
い
う
「
内
な
る
辺
境
」
へ
と
「
国
家
か
ら
の
失
踪
」
を
行
い
、
共

同
体
外
部
の
「
他
者
」
と
の
「
通
路
」
を
探
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

『
内
な
る
辺
境
』
所
収
の
エ
ッ
セ
イ
「
異
端
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」（
『
中
央
公

論
』
一
九
六
八
年
九
月
）
で
は
、
「
国
家
」（
内
部
）
／
「
辺
境
」（
外
部
）
と
い

う
二
項
対
立
に
お
い
て
、「
国
家
」
の
定
住
民
が
抑
圧
し
よ
う
と
し
た
「
辺

境
」
の
遊
牧
民
の
ア
ナ
ー
キ
ー
な
流
動
性
が
、
「
都
市
」（
内
部
の
内
部
）
と

い
う
「
内
な
る
辺
境
」
に
回
帰
す
る
こ
と
で
、
「
他
者
」
を
排
除
し
よ
う

と
す
る
「
国
家
」
そ
の
も
の
が
内
部
か
ら
破
壊
さ
れ
て
い
る
。B

eyond

nation

の"Introduction"

で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
九
六
〇
年
代
の
安
部
の

「
移
動
」
（m

ovem
ent

）

／
「
定
着
」
（fixity

）

に
お
け
る
ノ
マ
ド
ロ
ジ
ー

（nom
adology

）
が
、
一
九
四
〇
年
代
の
安
部
の
詩
に
ま
で
遡
行
す
る
こ
と

で
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
そ
の
よ
う
な
「
移
動
」

が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
共
同
体
の
問
題
と
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
カ
リ
チ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
私
」
が
「
～
で
あ
る
」
と
い
う
「
現

前
」（present

）
す
る
「
自
己
同
一
性
」（identity

）
は
、
時
間
の
移
動
（tem

poral

m
ovem

ent

）
に
よ
る
「
反
復
」（repetition

）
に
さ
ら
さ
れ
て
「
差
異
」（difference

）

が
生
じ
る
こ
と
で
、
常
に
一
時
的
に
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
か

つ
て
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
（G

illes
D
eleuze,

1925-1995

）
が
『
差
異
と
反

復
』（D

ifférence
et
répétition,

1968

）
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
「
一
切
の

同
一
性
は
、
差
異
と
反
復
の
遊
び
と
し
て
の
或
る
い
っ
そ
う
深
い
遊
び
に

よ
っ
て
、
見
せ
か
け
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
く
、
ま
る
で
光
学
的
な
「
効

シ

ミ

ユ

レ

果
」
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
の
だ
」（
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ

「
は
じ
め
に
」（
『
差
異
と
反
復
』
上
巻
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
一
二

頁
）
。
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
（nation-state

）
は
、
人
種
や
民
族
と
い
っ

た
過
去
の
「
同
一
性
」
を
「
再
現
前
」（represent

）
さ
せ
る
こ
と
で
、
自

ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
常
に
「
差
異
」
を
含
ん
だ
「
反
復
」

に
よ
っ
て
自
壊
さ
れ
得
る
の
だ
。
カ
リ
チ
マ
ン
が
安
部
に
見
い
だ
す
の
は
、

そ
の
よ
う
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
自
壊
さ
せ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
「
差
異
」
な

の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
第
一
章"M

arkings
in

the
sand:

O
n
Suna

no
O
nna"

で
は
、『
砂
の
女
』
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
が
、
語
り
論
的
に
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
『
他
人
の
顔
』
や
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
は
、
主
人
公

の
手
記
や
報
告
書
が
挟
ま
れ
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
先
行
研
究
で
も
手

記
な
ど
の
語
り
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、『
砂
の
女
』

に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」（w

riting

）
を
扱
う
こ
と
で
、
語
り
と
時
間
の
問



題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
章
題
に
あ
る"M

arking"

と
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ

リ
ダ
（Jacques

D
errida,

1930-2004

）
の
言
う
「
痕
跡
」
と
し
て
の
「
マ
ー
ク
」

（m
ark

）
を
反
復
さ
せ
た
も
の
だ
ろ
う
。
カ
リ
チ
マ
ン
は
、
「
メ
ビ
ウ
ス
の

輪
」
の
挿
話
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
主
人
公
が
砂
の
穴
か
ら
脱
出
し
た
後

に
穴
で
の
出
来
事
を
書
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
砂
の

穴
で
の
過
去
の
出
来
事
の
「
マ
ー
ク
」
を
、
未
来
に
「
記
憶
」（m

em
ory

）

と
し
て
思
い
だ
し
な
が
ら
書
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

出
来
事
と
し
て
の
「
マ
ー
ク
」
は
、
過
去
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
未
来
に

書
か
れ
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
（écriture

）
へ
と
「
散
種
」（dissém
ination

）
さ

れ
る
こ
と
で
、
そ
の
同
一
性
が
差
異
化
さ
れ
る
。
カ
リ
チ
マ
ン
は
、
そ
の

よ
う
な
「
痕
跡
」
と
「
差
異
」
を
、
「
沙
漠
」
の
「
風
紋
」（sand

patterns

）

や
、
「
沙
漠
」
を
歩
く
主
人
公
の
「
足
跡
」（footprints

）
の
「
マ
ー
ク
」
に

見
い
だ
し
て
い
る
。

第
二
章"T

he
T
im
e
of

D
isturbance:

O
n
U
chinaru

H
enkyō"

で
は
、

先
行
研
究
の
少
な
い
『
内
な
る
辺
境
』
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
『
メ

デ
ィ
ア
の
越
境
者

安
部
公
房
』
所
収
の
『
内
な
る
辺
境
』
論
と
は
異
な

り
、
同
時
代
の
言
説
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
は
あ
ま
り
触
れ
ず
、
安
部
の
エ

ッ
セ
イ
に
お
け
る
時
間
／
空
間
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
『
内
な
る
辺

境
』
で
は
、
国
家
に
よ
る
「
定
着
」
と
、
そ
の
外
部
の
ノ
マ
ド
（nom

ads

）

に
よ
る
「
移
動
」
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
カ
リ
チ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
国
家

が
表
象
す
る
の
が
、「
国
土
」（land

）
や
「
領
土
」（territory

）
と
い
っ
た
「
空

間
」（space

）
に
基
づ
く
「
空
間
的
な
同
一
性
」（spatial

identity

）
で
あ
る

の
に
対
し
、
ノ
マ
ド
が
表
象
す
る
の
は
「
時
間
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
「
差
異
」
な
の
だ
と
い
う
。
カ
リ
チ
マ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
時
間
／
空

間
の
二
項
対
立
に
対
し
て
、
時
間
／
空
間(space-tem

poral )

の
交
差
す
る
視

点
を
示
し
な
が
ら
、
安
部
の
ユ
ダ
ヤ
人
論
の
吟
味
を
行
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、
カ
リ
チ
マ
ン
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
、
『
内
な
る
辺
境
』
に
お
け

る
「
時
間
」
を
同
時
代
言
説
と
の
関
係
で
読
ん
で
み
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ

う
か
。
例
え
ば
、
安
部
が
『
内
な
る
辺
境
』
で
用
い
た
「
同
時
代
感
覚
」

と
い
う
言
葉
は
、
一
九
六
八
年
に
世
界
的
に
生
じ
た
学
生
運
動
や
、
あ
る

い
は
プ
ラ
ハ
の
春
、
チ
ェ
コ
事
件
と
の
関
係
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
章"T

he
L
ure

of
C
om

m
unity

in
Tanin

no
K
ao"

で
は
、『
他
人

の
顔
』
に
お
け
る
語
り
や
共
同
体
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
『
他
人
の

顔
』
は
、
主
人
公
が
書
い
た
と
さ
れ
る
ノ
ー
ト
や
、
妻
か
ら
の
手
紙
が
挿

入
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
第
二
章
で
『
砂

の
女
』
が
語
り
論
的
に
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
『
他
人
の
顔
』
に
お
け
る

ノ
ー
ト
や
手
紙
の
作
者
／
読
者
の
関
係
が
「
転
移
」（transference

）
し
て

反
転
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
主
人
公
に
よ
る
「
告
白
」（confession

）
の
問

題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
更
に
、
ノ
ー
ト
や
手
紙
に
お
け
る
言
語
の
「
物
質

性
」（m

ateriality

）
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
言
語
が
つ
ね
に
す
で
に
宛
先
に

届
か
な
い
可
能
性
や
、
意
図
さ
れ
た
限
定
的
な
意
味
に
は
還
元
さ
れ
え
な

い
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
安
部
の
エ

ッ
セ
イ
「
隣
人
を
越
え
る
も
の
」（
『
現
代
芸
術
と
伝
統
』
合
同
出
版
、
一
九
六
六

年
一
二
月
）
に
お
け
る
「
隣
人
」（
共
同
体
内
部
の
他
者
）
／
「
他
人
」（
共
同
体

外
部
の
他
者
）
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
（C

hristianity

）
や

日
本
と
い
う
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
な
ど
と
い
っ
た
共
同
体
が
形
成
、

拡
大
さ
れ
る
際
に
は
、
そ
の
外
部
の
「
他
者
」
が
排
除
さ
れ
、
無
視
さ
れ



て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
安
部
が
『
他
人
の
顔
』
で
行
な
っ
た

の
は
、
共
同
体
に
よ
っ
て
「
抑
圧
」（repress

）
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
や
黒

人
と
い
っ
た
「
他
者
」
を
「
回
帰
」（return

）
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

カ
リ
チ
マ
ン
は
、『
他
人
の
顔
』
に
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
（Sigm

und

Freud,
1856-1939

）
的
な
「
抑
圧
さ
れ
た
も
の
の
回
帰
」(return

of
the

repressed )

を
見
い
だ
し
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
暴
力
を
論
じ
て
い

る
の
だ
。
特
に
、"K

orea
in

Japan"

の
節
は
、『
他
人
の
顔
』
に
お
け
る

在
日
朝
鮮
人
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
必
読
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

第
四
章"Interventions:

O
f
A
be

K
ōbō"

で
は
、
安
部
公
房
に
よ
る
ネ

ー
シ
ョ
ン
批
判
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
自
体
が
批

判
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
酒
井
直
樹
（
一
九
四
六
年
―
）
が
背
表

紙
の
レ
ビ
ュ
ー
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
「
こ
の
著
作
は
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
と
日
本
に
お
け
る
学
会
の
保
守
的
な
雰
囲
気
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
な
抗
議
に
も
な
っ
て
い
る
」（It

is
also

a
public

protestation
against

the

conservative
clim

ate
of

academ
ia

in
the

U
nited

States
and

Japan
）
。
つ
ま
り
、

ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
に
お
い
て
、
「
日
本
」
と
い
う
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

テ
ー
ト
と
作
家
を
結
び
つ
け
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
著
作B

eyond
N
ation

の
タ
イ
ト
ル
は
、
前
述
し
た

安
部
の
エ
ッ
セ
イ
「
隣
人
を
越
え
る
も
の
」
の
英
訳
版
の
タ
イ
ト
ル

"B
eyond

T
he

N
eighbor"

に
由
来
す
る
だ
ろ
う
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
否

定
し
、
共
同
体
外
部
の
他
者
と
の
交
通
を
探
究
す
る
安
部
の
小
説
や
エ
ッ

セ
イ
に
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
か
つ
ア
ナ
ー
キ
ー
な
現
代
性
を
見
い
だ
し
う

る
だ
ろ
う
。
他
者
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
言
説
が
溢
れ
る
現
代
に
こ
そ
、

安
部
公
房
を
読
む
こ
と
の
意
義
が
あ
る
。

安
部
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
越
え
て
（beyond

nation

）
、

ア
メ
リ
カ
の
「
日
本
研
究
」
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
「
散
種
」
さ
れ
る

こ
と
で
、
そ
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
内
部
か
ら
破
壊
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

更
に
、
こ
の
研
究
書
を
日
本
に
お
け
る
安
部
公
房
研
究
の
内
部
に
「
散
種
」

さ
せ
る
と
、
文
学
理
論
や
ネ
ー
シ
ョ
ン
批
判
が
、
テ
ク
ス
ト
の
新
た
な
読

解
可
能
性
を
開
示
さ
せ
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

カ
リ
チ
マ
ン
のB

eyond
N
ation

は
、
ボ
ル
ト
ン
のSublim

e
V
oices

と

共
に
、
日
本
語
へ
の
翻
訳
が
待
た
れ
る
一
冊
と
な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、B

eyond
N
ation

の
目
次
を
掲
載
し
て
お
く
。
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